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　このコーナーに出ていただく「わんぱくは
りまっ子」を募集しています。（未就学児） 
広報担当まで電話をお願いします。 

募  集
 

わ ん 
ぱ く  は

 り ま つ 子 

岸本
きしもと

和佳奈
わ か な

ちゃん（3歳）、和磨
かずま

くん（3歳）
野添

いつまでも仲良く、
思いやりのある子に育ってね

パパ・ママより

東播磨ふれあいネット（BAN-BANテレビ 11チャンネル）

播磨町・稲美町・加古川市・高砂市の情報番組です。

12月の放送予定　（収録場所　加古川市）
前半　11月26日(月)～12月9日(日)
●特集 AED講習会を出前します（播磨町）
●ふれあいインフォメーション（各市町からのお知らせ）
後半　12月10日(月)～23日(日)
●特集　プラネタリウムで わらべ歌？（加古川市）
●ゆうゆうライフ（稲美町）

放送時間（第1・3月曜日の①以外は再放送）30分番組
月・水・金 ①午前10時 ②午後5時 ③午後10時
火・木 ①正午 ②午後7時
土・日 ①午前9時 ②午後6時 ③午後11時

見事に紅葉した木の葉が、舞い落ちる季節とな
りました。さわやかな秋日和、町内では多くの行
事や大会が開催されました。
■10月28日「町制施行45周年記念式典」が行わ
れました。ご臨席いただいた皆さまありがとうご
ざいました。また、表彰を受けられた皆さまおめ
でとうございました。
本町は明治22年から70余年にわたって親しま

れてきた「阿閇
あ え

村」から、昭和37年に「播磨町」
となりました。町の文化遺産である大中遺跡が発
見されたのも45年前でした。大中遺跡を中心に、
播磨町に残されている自然や資源を活かし、次世
代に大切に引き継いでいきたいと思っています。
播磨町の子どもたちが生まれ育ったふるさとを誇
りに思い、多くの方々に「やさしさと魅力」を感
じていただけるような「まちづくり」を進めてい
きたいと思っています。
■11月3日「大中遺跡まつり」が開催されました。
今年は県立考古博物館が開館し、同時に全国遺跡
まつりも開催され、例年を大きく上回る参加者で
賑わいました。これからも多くの人々に愛され、
全国に誇れる「まつり」として、回を重ねていっ
て欲しいと思います。ボランティアや関係者の皆
さまありがとうございました。
■ライマ市から7人の訪問団が来られました。南
部コミセンでの歓迎会、古代人の衣装を着て大中
遺跡まつりへの参加、町内のご家庭へのホームス
テイなど播磨町の秋を心から楽しまれたようでし
た。言葉での意思疎通は苦手でも、笑顔に国境は
ないと感じた国際親善でした。「see you again 」
■隣の市で小さな子どもが犠牲になる悲しい事件
がありました。播磨町でもこれまで以上に広報車
でのパトロールを強化し、地域や関係機関にも呼
び掛けて子どもたちの安全確保に努めていますが、
まちの皆さま方の「見守り」も是非お願いいたし
ます。

▲大中遺跡まつりにて
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楽
　
屋
　
裏

朝
晩
冷
え
込
む
よ
う
に
な
っ
た
な
と
思
っ

た
ら
、
紅
葉
が
始
ま
り
、
早
く
も
ク
リ
ス
マ

ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
と
も
る
と
こ
ろ

も
出
て
き
ま
し
た
。

も
う
11
月
も
後
半
、
今
年
も
残
り
１
ヵ
月

で
す
。
私
に
と
っ
て
、
企
画
グ
ル
ー
プ
に
配

属
に
な
っ
た
昨
年
10
月
か
ら
、
あ
っ
と
い
う

間
の
１
年
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
少
し
で
も

広
報
作
成
に
携
わ
っ
た
り
、
様
々
な
行
事
に

参
加
し
た
り
す
る
機
会
も
増
え
、
今
ま
で
に

な
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
充
実
し
た
毎

日
で
し
た
。

こ
の
広
報
は
り
ま
も
、
取
材
や
執
筆
、
情

報
・
写
真
の
提
供
か
ら
、配
布
に
至
る
ま
で
、

多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
皆
さ
ま

に
お
届
け
で
き
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
広
報
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
大
）

全
国
か
ら
健
脚
自
慢
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
や
っ
て
く

る
「
第
18
回
加
古
川
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
」
が
11
月
10

日
(土)
、
11
日
(日)
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
播
磨
町
は
支
援

町
と
し
て
、
30
キ
ロ
と
40
キ
ロ
コ
ー
ス
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
大
中
遺
跡
に
設
け
て
い
ま
す
。（
ス
タ
ー

ト
ゴ
ー
ル
地
点
は
加
古
川
市
役
所
）

２
日
間
の
延
べ
参
加
人
数
は
９
千
800
人
、
そ
の
う

ち
大
中
遺
跡
を
含
む
コ
ー
ス
に
は
、
千
380
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

秋
空
の
中
、
汗
を
拭
き
な
が
ら
県
立
考
古
博
物
館

内
で
ス
タ
ン
プ
を
押
し
、
播
磨
町
か
ら
参
加
者
に
記

念
品
と
し
て
バ
ッ
ヂ
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
１
日
(木)
か
ら
５
日
(月)
の
５
日
間
、

姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
ラ
イ
マ
市
か
ら
、
ラ

イ
マ
姉
妹
都
市
協
会
の
訪
問
団
７
人
が
来
訪

さ
れ
、
５
つ
の
家
庭
に
分
か
れ
て
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
す
る
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

２
日
、
訪
問
団
は
播
磨
南
中
学
校
で
文
化

祭
を
参
観
し
、
生
徒
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
る
な
ど
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
後
、

加
古
郡
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
紙
す
き
を
体

験
。
役
場
を
訪
問
後
、
夜
に
は
播
磨
町
国
際

交
流
協
会
主
催
の
歓
迎
会
に
出
席
し
て
、
100

人
を
超
え
る
参
加
者
と
交
流
し
ま
し
た
。

翌
日
は
大
中
遺
跡
ま
つ
り
へ
。
ラ
イ
マ
ブ

ー
ス
で
子
ど
も
た
ち
と
ク
イ
ズ
や
ク
ロ
リ
テ

ィ
を
一
緒
に
楽
し
ん
だ
り
、
貫
頭
衣
を
着
て

古
代
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
ま
し
た
。

４
日
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
過
ご
し
た
訪
問
団
は
、
５
日
朝
、
名
残
を

惜
し
み
つ
つ
帰
国
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
一
人
は
「
本
当
に
す
ば
ら
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
播
磨
町
の

方
々
の
親
切
に
感
謝
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
友
好
の
輪
が
、
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
望
み
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
ラ
イ
マ
市
か
ら

訪
問
団
の
皆
さ
ん
が
来
訪

秋
空
の
中
、
９
千
800
人
が
軽
快
に
播
磨
路
を
歩
き
ま
し
た

大
中
遺
跡
ま
つ
り
が
、
11
月
３
日
(土)
に
催
さ
れ
ま
し

た
。
県
立
考
古
博
物
館
の
全
国
遺
跡
ま
つ
り
と
の
共
催

も
あ
り
、
例
年
よ
り
多
い
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
や
古
代
体
験
、
模
擬
店
な
ど
に
加
え
、
全

国
の
遺
跡
公
園
か
ら
の
展
示
や
体
験
、
博
物
館
の
展
望

台
に
登
る
な
ど
い
つ
も
よ
り
も
楽
し
み
の
多
い
祭
り
に

な
り
ま
し
た
。

全
国
の
遺
跡
公
園
が
結
集

大
中
遺
跡
ま
つ
り
に
１
万
５
千
人
の
賑
わ
い

▲楽しいクロリティ

▲火おこし

模
擬
店
も
大
忙
し
で
す
▼

▲いつの時代も元気がいちばん▲ムラ人の長い列がパレードしました

▲チェックポイントは博物館の中
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町の人口 11月１日現在 
34,361人（＋58人） 

（住民基本台帳人口＋外国籍人口） 

世帯数…13,285（＋45） 
古紙配合率100％再生紙を使用しています 
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５
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／
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光
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2007

男…16,833人（＋44人） 
女…17,528人（＋14人） 
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町
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ホ
ー
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ー
ジ
ア
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レ
ス
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「
歴
史
の
宝
石
箱
」
と
言
わ
れ
て
い
る
播
磨
町
。
町
の
面
積
は
狭
い
け

歴
史
の
宝
石
箱
」
と
言
わ
れ
て
い
る
播
磨
町
。
町
の
面
積
は
狭
い
け
ど
、
文
化
財
の
数
は
多
く

ど
、
文
化
財
の
数
は
多
く
、

少
し
歩
け
ば
そ
こ
か
し
こ
に
、
地
域
の
人
び
と
が
昔
か
ら
大
切
に
受

少
し
歩
け
ば
そ
こ
か
し
こ
に
、
地
域
の
人
び
と
が
昔
か
ら
大
切
に
受
け
継
い
で
き
た
も
の
が
あ
り
ま

け
継
い
で
き
た
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
街
角
の
文
化
財
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す

す
。
そ
の
よ
う
な
街
角
の
文
化
財
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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古
田
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永
力
丸
漂
流
記
念
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古
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漂
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記
念
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受
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クイズの答　③ 一人ひとりを写真に撮ったのを基に絵にした 
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▲今、私たちに語りかけてくる

土
山
か
ら
別
府
に
向
か
う
古
く
か
ら
の
道
を
西
へ
向
か
い
ま
す
。
懐
か

し
い
火
の
見
や
ぐ
ら
を
さ
ら
に
西
に
行
き
、
新
幹
線
の
手
前
ま
で
来
る
と
、

北
側
に
街
道
を
見
守
る
よ
う
に
正
願
寺
が
あ
り
ま
す
。

参
門
を
入
り
、
右
側
に
一
つ
の
記
念
碑
が
見
え
て
き
ま
す
。
御
影
石
で

で
き
た
高
さ
187

も
あ
る
石
碑
で
す
。「
怒
濤
を
超
え
た
男
た
ち
」
と
力

強
い
筆
が
碑
を
語
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
こ
に
は
救
助
さ
れ
た
17
人

の
永
力
丸
の
乗
組
員
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
絵
は
17
人
が
漂
流
の
後
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
一
人
ひ
と
り
を
写
真
に
撮
り
、
そ
れ
を
基
に
描
か

れ
た
も
の
で
す
。
写
真
の
何
枚
か
は
、
今
、
日
本
で
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
、
ゆ
っ
く
り
と
な
が
め
る
と
、
彼
ら
が
当
時
を
語
り
か
け
て

く
る
よ
う
で
す
。

ジ
ョ
セ
フ
・
ヒ
コ
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
17
人
は
そ
の
後
、

江
戸
か
ら
明
治
へ
と
変
わ
る
時
代
の
中
で
、
様
々
な
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
清
太
郎
た
ち
が
姫
路
藩
の
も
と
で
、
洋
式
帆
船
を
作
っ
た
こ
と

も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
年
、
地
域
の
歴
史
研
究
グ
ル

ー
プ
に
よ
っ
て
、
清
太
郎
た
ち
の
作
っ
た
「
速
鳥
丸
」
の
進
水
式
が
行
わ

れ
た
場
所
や
式
典
図
が
わ
か
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
当
時
の
心
意
気
を

感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

セ
ン
チ

古田 

250 明姫幹線 
ガソリン 
スタンド 

自動車教習所 

新幹線 

山陽電鉄 石ヶ池公園 

火の見やぐら 

コンビニ 

正願寺 

文 
播磨西小 

播磨西幼稚園 

【
ク
イ
ズ
】

で
は
、
当
時
、
こ
の
姿
は
ど
の

よ
う
に
し
て
新
聞
に
描
か
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

①
一
人
ひ
と
り
を
、
新
聞
社
に
い

た
画
家
が
描
い
た
の
を
基
に
し

た
②
顔
だ
け
の
ス
ケ
ッ
チ
を
基
に
、

服
な
ど
は
他
を
参
考
に
し
て
絵

に
し
た

③
一
人
ひ
と
り
を
写
真
に
撮
っ
た

の
を
基
に
絵
に
し
た

今
月
は
古
田
の
正
願
寺
に
あ
る
「
永
力
丸
漂
流
百

五
十
年
記
念
碑
」
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
１

８
５
０
年
、
永
力
丸
に
乗
っ
て
い
て
漂
流
し
た
ジ
ョ

セ
フ
・
ヒ
コ
を
含
め
、
17
人
の
乗
組
員
が
、
当
時
の

ア
メ
リ
カ
の
新
聞
に
描
か
れ
た
姿
を
、
碑
に
刻
ん
で

い
ま
す
。

ど

と
う




